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公 共 交 通 の 要 衝 ・ Ｊ Ｒ 山 口 駅

春 な の に

細 い 春 の 雨 が 降 っ て い る 日 の バ ス
停 。 乗 る 予 定 の バ ス が 遅 れ て 一 人 透 明な ビ ニ ー ル 傘 を 片 手 に た た ず む 。 傘 を持 つ 手 も 飛 沫 の よ う な 雨 に 濡 れ て 冷 たい 。 ス カ ー ト の 裾 が 雨 に 濡 れ て 黒 く 染み て い く 時 、 い い 歳 を し て な ん か 淋 しい 。

カ ー ブ を 曲 が っ て 黄 色 い 車 体 の バ ス
が や っ て き た 時 は 嬉 し く て 淋 し か っ た気 持 ち は 消 え た け れ ど 、 乗 り 込 む と 、車 内 に は た っ た 一 人 の 乗 客 。 白 髪 の 小さ い お 婆 さ ん が 、 前 の 椅 子 の 取 っ 手 を握 り し め て 座 っ て い た 。 お 団 子 の よ う

こ ん な に 暖 か く 桜 も 見 事
に 咲 い て 、 気 持 ち 良 い 季 節な の に 、 な ん か 淋 し い 。

に 丸 め た 髪 と 前 か が み の 背 中 が 農 業に 明 け 暮 れ た 祖 母 に 似 て い た 。 寂 しさ が ぶ り 返 し て 来 た 。 祖 母 の 田 が 休耕 田 に な っ た 時 、 畦 道 に 座 っ て じ っと 田 を 見 て い た 祖 母 の 背 中 を 思 い 出す 。 春 な の に 淋 し い 。
四 つ 目 の バ ス 停 か ら 小 学 生 の 一 団

が 乗 り 込 ん で き た 。 下 校 時 な の だ 。車 内 の 空 気 が 春 色 に な っ て 、 隣 に 座っ た 男 の 子 が 、 ラ ン ド セ ル か ら 絵 を出 し て 見 せ て く れ た 。  「 お 父 さん ？ 」  「 そ う だ よ 」  「 格 好 い い ね 」「 パ パ は 大 谷 選 手 に 似 て い る ん だよ 」  「 本 当 、 そ う だ ね 」  「 う ん 」  。 いつ の 間 に か 私 の 淋 し さ が 消 え た 。 なの に 下 車 し て 重 い 荷 物 を 持 っ て 歩 き出 す 、 と あ の 淋 し さ が 背 後 か ら 私 を抱 く 。 春 の 盛 り な の に 。

就 労 者 の 移 動 手 段 は  「 自 動 車 」  が 圧 倒 的 多 数

山 口 商 議 所 が ２ 回 に わ た り 公 共 交 通 ア ン ケ ー ト
山 口 商 工 会 議 所 （ 河 野 康 志 会 頭 ） は 、 山 口 市 内 で 勤 務 す る 人 た ち に お け る 公 共 交 通 の 利 用 実 態 を 把

握 し よ う と 、 会 員 事 業 所 に 対 し て 「 公 共 交 通 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 」 を

2回 に わ た り 実 施 。 そ の 結

果 を 、 こ の ほ ど ま と め た 。

第 １ 回 目 の 調 査 は 、 昨
年 ８ 月

1 7日 か ら ９ 月 １ 日

と 「 ま あ 満 足 」  （

1 5・ ７

％ ） の 〝 満 足 派 〞 は

2 2・

０ ％ 。 逆 に 「 不 満 」  （

2 0・

０ ％ ） と 「 や や 不 満 」（

1 3・ ６ ％ ） の 〝 不 満

派 〞 は

3 3・ ６ ％ と 、  〝 満

足 派 〞 の １ ・ ５ 倍 を 占 めた 。  「 ど ち ら と も い え ない 」 は

2 9・ ０ ％ で 、  「 わ

か ら な い 」 は

1 5・ ４ ％

だ 。
公 共 交 通 の 利 用 頻 度

は 、  「 鉄 道 」  「 路 線 バ ス 」と も 「 利 用 し て い な い 」が 最 多 （ 各

5 9・ ０ ％ 、

7 9・ ５ ％ ） で 、  「 年 数 回
程 度 」  （ 各

3 0・ ７ ％ 、

1 5・

１ ％ ）  、  「 月 １ 回 程 度 」（ 各 ４ ・ ７ ％ 、 ２ ・ ４％ ） と 続 い て い る 。  「 利用 し な い 理 由 」  （ 複 数 回答 ） は 、 ど ち ら も 「 自 動車 で 移 動 で き る 」  （ 各

7 7・

１ ％ 、

7 3・ ５ ％ ） が 最

多 。 ま た 、  「 利 用 に つ いて 不 満 に 感 じ る こ と 」（ 同 ） は 、  「 運 行 本 数 が 少

な い 」  （ 各

3 9・ ２ ％ 、

2 5・

８ ％ ） と 「 利 用 し た い 時間 帯 に 運 行 し て い な い 」（ 各

2 1・ ６ ％ 、

1 5・ ３

％ ） と の 回 答 が 多 か った 。 さ ら に 「 利 用 に つ いて 不 安 や ち ゅ う ち ょ す るこ と 」  （ 同 ） は 、 同 様 に「 運 行 本 数 が 少 な い 」  （ 各

2 1・ ４ ％ 、

1 8・ １ ％ ） が

ト ッ プ 。  「 好 き な 時 間 に出 か け ら れ な い 」  （ 各

1 5・

７ ％ 、

1 5・ １ ％ ）  、  「 行 き

帰 り の 時 間 の 便 が な い 」（ 各

1 0・ ２ ％ 、

1 0・ ４

％ ）  、  「 駅 ・ 停 留 所 ま で 遠い （ 各

1 5・ ８ ％ 、 ７ ・ ８

％ ）  、  「 行 き た い 場 所 に 運行 し な い 」  （ 各 ７ ・ １％ 、 ８ ・ ８ ％ ） な ど の 答え も 多 か っ た 。
一 方 、  「 タ ク シ ー 」 の

利 用 頻 度 は 、  「 利 用 し てい な い 」  （

5 7・ １ ％ ） が

過 半 数 を 、  「 年 数 回 程

度 」  （

3 1・ ６ ％ ） が 約 ３

割 を 占 め て い る 。  「 月 １回 程 度 」  （ ６ ・ ４ ％ ）は 、  「 鉄 道 」  「 路 線 バ ス 」よ り 多 か っ た 。  「 利 用 につ い

て 不 安 や ち ゅ う ち ょ

す る こ と 」  （ 同 ） は 、  「 料金 が 高 い 」  （

4 1・ ０ ％ ）

が ト ッ プ 。 以 下 「 特 に ない 」  （

2 7・ ７ ％ ）  、  「 利 用

料 金 が 事 前 に わ か ら ない 」  （

1 2・ ４ （ ２ 面 へ ）

  １ 回 目 調 査

に か けて 、 市内 ３ ２７ 事 業所 に 対し て 投げ か けた 。 その 約 半数 に 当た る １８ ７ 事業 所 から 、 １３ ０ ３人 分 の回 答 が寄 せ ら

れ た 。
ま ず 「 公 共 交 通 機 関 の

便 利 さ 」 を 聞 い た と ころ 、  「 満 足 」  （ ６ ・ ３ ％ ）



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ４ 月 １ ３ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

昨 年 の 講 習 会 の 様 子

前 回 の 様 子

 １ 行 記 事 親 子 で ラ イ ブ や 食 事 を 楽 し み な が ら 地 球 環 境 を 考 え る 催 し 「 ア ー ス デ イ や ま ぐ ち 」 が 、 あ す １ ４ 日 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ４ 時 ま で 、 山 口 市 の 亀 山 公 園 で 開 か れ る 。

（ １ 面 よ り ） ％ ）  、  「 電 話
で タ ク シ ー を 呼 ぶ の が 面倒 」  （

1 1・ ７ ％ ） と 続 い

た 。「 外 出 時 の 移 動 手 段 」は 、  「 通 勤 」  「 買 い 物 」
「 通 院 」  「 文 化 活 動 ・ 娯

楽 ・ 飲 食 」 と も 「 自 動 車
（ 自 己 運 転 ）  」 が 圧 倒 的 に

多 か っ た （ そ れ ぞ れ

8 3・

２ ％ 、

8 5・ ９ ％ 、

8 7・ ９

％ 、

7 6・ ０ ％ ）  。 だ が 、

「 運 転 で き な く な っ た 場
合 の 移 動 手 段 へ の 不 安感 」 を 聞 く と 、  「 と て も不 安 が あ る 」  （

4 8・ ９

％ ） と 「 や や 不 安 」
（

3 7・ ４ ％ ） を 合 わ せ る

と 、 ８ 割 以 上 の 人 が 不 安を 感 じ て い る 。
１ 回 目 調 査 の 〝 マ イ カ

ー 依 存 〞 を 受 け て 、 公 共交 通 で 通 勤 す る と 仮 定 した 場 合 の 手 段 や ル ー ト 、さ ら に さ ま ざ ま な 施 策 が利 用 の 動 機 と な り 得 る かど う か を 深 掘 り し た 。 調

樹 木 や 植 木 の 手 入 れ
に 関 す る 基 礎 知 識 と 道

具 の 取 り 扱 い 方 に つ い て学 べ る 「 剪 定 講 習 」 が 、

５ 月 ９ 日（ 木 ）  と

1 0日

（ 金 ）  の ２ 日間 に わ たり 、 山 口 市環 境 セ ン ター （ 山 口 市小 郡 上 郷 ）で 開 か れる 。 時 間は 、 ９ 日 が

午 前 ９ 時 か ら 午 後 ３ 時 まで 、

1 0日 は 午 前 ９ 時 半 か

ら 正 午 ま で 。 雨 天 の 場 合は 、 同

1 6日  （ 木 ）  、

1 7日

（ 金 ）  に 延 期 さ れ る 。

対 象 は 、 山 口 市 内 在 住
で 、 シ ル バ ー 人 材 セ ン ター に 入 会 か つ 就 業 で き る

6 0歳 以 上 の 人 。 同 セ ン タ
ー 会 員 で 、 新 た な 分 野 での 就 業 を 希 望 す る 人 、 およ び １ 年 間 就 業 し て い ない 人 も 含 ま れ る 。

初 日 は 、 剪 定 や 整 枝 の
基 礎 知 識 、 安 全 作 業 の ポイ ン ト に つ い て 座 学 で 学ぶ 。 そ の 後 、 剪 定 技 術 や土 壌 、 肥 料 、 用 具 な ど につ い て の 実 技 が あ る 。 ２日 目 も 、 引 き 続 き 剪 定 技術 を 実 技 で 学 ぶ 。 過 去 の参 加 者 か ら は 「 実 際 に 剪定 す る 様 子 を 見 な が ら 教わ っ た の で 、 よ く わ か った 」  「 樹 木 は 一 つ と し て同 じ 形 で は な く 、 そ の 場で 応 用 的 に 作 業 す る ため 、 経 験 を 積 も う と 思 った 」 な ど の 感 想 が 寄 せ られ る 人 気 の 講 座 だ 。

受 講 は 無 料 だ が 事 前 申

し 込 み が 必 要 で 、 定 員は

1 0人 。 申 し 込 み 締 め

切 り （ 必 着 ） は

3 0日

（ 火 ）  で 、 締 め 切 り 後 に受 講 の 可 否 が 通 知 さ れる 。 希 望 者 は 、 ウ ェ ブサ イ ト

（ Ｑ Ｒ コ ー ド か

ら ）

に あ る 応 募 フ ォ ー

ム か ら か 、 主 催 の 県 シル バ ー 人 材 セ ン タ ー 連合 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２

１

－

６ ０ ７ ０ 、

０ ８

３

－

９ ２ １

－

６ ０ ７

７ ） へ 申 込 書 を フ ァ ク

査 期 間 は 、 今 年 １ 月

1 9日

か ら ２ 月 ５ 日 ま で 。 ３ ２７ 事 業 所 に 対 し て 調 査 を依 頼 し 、 ４ ４ １ 人 が 回 答し た 。「 仮 に 公 共 交 通 手 段 で通 勤 す る 場 合 、 ど の 手 段を 選 ぶ か 」 に は 、 ４ 割 が「 路 線 バ ス 」  （

4 0・ ４

％ ）  、 ３ 割 が 「 Ｊ Ｒ 山 口線 」  （

2 8・ ８ ％ ） を 選

択 。  「 ど ち ら も 利 用 で きる 環 境 に な い 」  （

3 0・ ８

％ ） 人 も ３ 割 を 占 め た 。
仮 に Ｊ Ｒ で 通 勤 す る 場

合 、 朝 の 乗 車 時 間 は 「 午前 ７ 〜 ８ 時 」  （

4 5・ ０

％ ）  、  「 ６ 〜 ７ 時 」  （

2 6・

８ ％ ）  、  「 ８ 〜 ９ 時 」  （

2 3・

５ ％ ） の ３ 時 間 で ほ ぼ １０ ０ ％ に な る 。 一 方 、 帰宅 時 の 乗 車 時 間 は 「 午 後６ 〜 ７ 時 」  （

4 4・ ９ ％ ）  、

「 ５ 〜 ６ 時 」  （

2 3・ ６

％ ）  、  「 ７ 〜 ８ 時 」  （

2 2・

８ ％ ） の 順 。 ま た 、 終 電の 希 望 時 間 は 「 午 後

1 1時

半 」  （

6 3・ ０ ％ ） が 最 も

多 か っ た 。

一 方 、 仮 に 路 線 バ ス で
通 勤 す る 場 合 、 朝 の 乗 車時 間 は 、  「 午 前 ７ 〜 ８時 」  （

4 7・ ６ ％ ） と 「 ８

〜 ９ 時 」  （

2 3・ ８ ％ ） は

Ｊ Ｒ と ほ ぼ 同 じ 割 合 だ った が 、  「 ６ 〜 ７ 時 」  （

1 7・

５ ％ ） は １ 割 ほ ど 少 な かっ た 。 帰 宅 時 は 「 午 後 ６〜 ７ 時 」  （

3 6・ ０ ％ ）  、

「 ５ 〜 ６ 時 」  （

3 4・ ３

％ ）  、  「 ７ 〜 ８ 時 」  （

1 4・

６ ％ ） と 続 い て い る 。 終バ ス の 時 間 は 「 午 後

1 1時

半 」  （

4 4・ ４ ％ ） と 「 午

後

1 1時 」  （

3 0・ ９ ％ ） を

希 望 す る 声 が 多 か っ た 。
１ 時 間 当 た り の 運 行 便

数 の 現 状 （ 現 行 は １ 〜 ２本 ） へ の 満 足 度 を 確 か める と 、 路 線 バ ス ・ 鉄 道 とも

1 5〜

2 0分 お き に 発 着 す

る 「 ３ 〜 ４ 本 」  （ 各

6 3・

８ ％ 、

7 0・ ８ ％ ） を 希 望

す る 人 が ６ 割 を 超 え て いる 。
ま た 、  「 路 線 バ ス が 市

内 の 一 定 エ リ ア で 定 額 運賃 に な っ た 場 合 、 利 用 し

た い と 思 う か 」 に は 、

7

割 超 の 人 が 「 思 う 」  （

7 5・

３ ％ ） と 答 え た 。  「 国 道９ 号 線 に 新 路 線 バ ス が 運行 し た 場 合 、 路 線 バ ス を今 よ り 利 用 し た い と 思 うか 」 に は 約 ３ 割 が 「 思う 」  （

3 3・ ３ ％ ） と 回

答 。  「 Ｊ Ｒ 山 口 駅 と 湯 田温 泉 駅 の 中 間 あ た り に 新駅 が 設 け ら れ た 場 合 、 山口 線 を 今 よ り 利 用 す るか 」 へ の 「 思 う 」  （

1 7・

７ ％ ） は 、 ２ 割 以 下 だ った 。
山 口 市 が 毎 年 実 施 し て

い る 「 ノ ー マ イ カ ー デー 」 に は 、 ８ 割 以 上 の 人が 「 参 加 し た こ と が ない 」  （

8 3・ ０ ％ ） と 回

答 。 そ の 際 チ ケ ッ ト を 配布 す る 形 で 実 施 さ れ て いる 「 バ ス の 運 賃 半 額 は 利用 の 動 機 に な る か 」 には 、  「 な る 」  （

5 2・ ８ ％ ）

と 「 な ら な い 」  （

4 7・ ２

％ ） が ほ ぼ 半 々 だ っ た 。
４ 月 ８ 日 に 東 京 都 内 で

「 日 本 版 ラ イ ド シ ェ ア 」

サ ー ビ ス が 始 ま っ た が 、ラ イ ド シ ェ ア に つ い て も聞 い た 。 ６ 割 の 人 が 「 知っ て い る 」  （

6 0・ ３ ％ ）

と 回 答 。 そ し て 「 ラ イ ドシ ェ ア で 心 配 な こ と 」（ 複 数 回 答 ） を 聞 く と 、「 ド ラ イ バ ー と の ト ラ ブル な ど 防 犯 」  （

2 3・ ８

％ ） が ト ッ プ 。 以 下 「 事故 が 起 き た 際 の 対 応 や 補償 」  （

2 2・ １ ％ ）  、  「 ド ラ

イ バ ー の 運 転 技 術 」  （

1 4・

９ ％ ）  、  「 料 金 」  「 乗 り たい と き に す ぐ 手 配 で き るか ど う か 」  （ と も に

1 4・

１ ％ ）  、  「 既 存 タ ク シ ー 事業 の 縮 小 」  （ ５ ・ ８ ％ ）と 続 い た 。 さ ら に 「 タ クシ ー サ ー ビ ス が 行 き 届 いて い な い 交 通 空 白 地 で のラ イ ド シ ェ ア に つ い て どう 思 う か 」  （ 同 ） に は 、「 効 果 的 」  （

3 6・ ０ ％ ）  、

「 一 定 の 運 転 技 術 の 確 保な ど 安 全 性 が 必 要 」  （

3 2・

８ ％ ）  、  「 料 金 負 担 が 心配 」  （

2 0・ ４ ％ ） と の 声

が 多 か っ た 。

　 　

◇

◇

◇

◇

第 １ 回 調 査 で は 、  「 公
共 交 通 を 維 持 ・ 確 保 す るた め の 費 用 負 担 の あ り方 」 に つ い て も 聞 い た 。「 地 域 全 体 で 公 共 交 通 の維 持 を 図 る べ き 」  （

8 3・

２ ％ ） と の 声 が ８ 割 を 超え て お り 、  「 利 用 者 の 運賃 で 維 持 す る べ き 」  （

1 4・

８ ％ ） と の 意 見 を 大 き く上 回 っ た 。  「 維 持 す べ き理 由 」  （ 複 数 回 答 ） は 、
「 高 齢 者 や 学 生 に は 重 要

な 交 通 手 段 だ か ら 」  （

5 1・

０ ％ ）  、  「 日 頃 は 使 っ て いな く て も 、 使 い た い 時 にあ る と 便 利 だ か ら 」  （

3 1・

６ ％ ）  、  「 マ イ カ ー 利 用 に比 べ て 環 境 に 対 す る 負 荷が 少 な い か ら 」  （ ８ ・ ０％ ）  、  「 自 分 あ る い は 家 族

が 利 用 し て い る か ら 」
（ ６ ・ ９ ％ ）  。 そ し て 「 公

共 交 通 を 維 持 す る た め の望 ま し い と 思 う 方 法 」は 、  「 既 存 の 税 金 の 使 い道 を 変 え る こ と で 不 足 分を 補 う 」  （

5 0・ ６ ％ ） が

過 半 数 を 占 め て い る 。「 マ イ カ ー 所 有 者 も 可 能な 時 は 公 共 交 通 を 利 用 する 」  （

2 3・ ２ ％ ） が そ れ

に 続 い た 。
同 所 で は 「 維 持 す る た

め の 望 ま し い と 思 う 方 法で 『 既 存 の 税 金 の 使 い 道を 変 え る こ と 』 が

5 0％ を

超 え て お り 、 今 後 の 公 共交 通 に 関 す る 整 備 に つ いて は 、 し っ か り と し た 検証 の も と で 施 策 を 決 め てい く 必 要 が あ る と 思 う 」と ま と め て い る 。

  ２ 回 目 調 査

技 術 も 生 き が い も 得 ら れ る山 口 市 で

6 0歳 以 上 の 剪 定 講 習 会

５ 月 ９ ・ １ ０ 日

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

スする 。

春 の 樹 木 に 親 し む

維 新 公 園 で 「 ツ リ ー ウ ォ ッ チ ン グ 」
約 ８ 万

本 の 樹 木が 植 え られ て い る維 新 百 年記 念 公 園
（ 山 口 市

維 新 公 園４ ） 内 を散 策 し なが ら 、 様々 な 樹 木の 特 徴 を学 ぶ 「 春の ツ リ ー

2 9日

ウ ォ ッ チ ン グ 」 が 、

2 9日

（ 月 ・ 祝 ） 午 前 ９ 時 か ら午 後 ０ 時 半 ま で 開 か れる 。 参 加 費 は ５ ０ ０ 円で 、 定 員 は 先 着

4 0人 。

案 内 と 樹 木 の 解 説 を 担
当 す る の は

「 維 新 公 園 み

ど り の ガ イ ド 」 の ６ 人 。当 日 は 公 園 内 を 散 策 し なが ら 、 約

1 5種 類 の 樹 木 に

つ い て 、 話 を 聞 き な が ら

観 察 す る 。
こ れ ま で の 参 加 者 か ら

は 「 ガ イ ド の 説 明 が 分 かり や す く 、 勉 強 に な った 」 と 毎 年 好 評 を 得 て いる 。
「 樹 木 に 興 味 が あ る 老

若 男 女 、 ど な た で も ご 参加 を 」 と 主 催 の 山 口 県 施設 管 理 財 団 。 申 し 込 み ・問 い 合 わ せ は 、 同 施 設（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

３

７ １ ２ ） へ 。 参 加 者 には 、 開 園

5 0周 年 記 念 の フ

ェ イ ス タ オ ル も プ レ ゼ ント さ れ る 。



サ ン デ ー 山 口３ 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ４ 月 １ ３ 日 ㈯

完  成  イ メ ー  ジ

「 エ  キ キ タ 」  再 開 発

来 夏 ４ 棟 完 成れ て い る 。 そ の う ち のＢ ゾ ー ン （ 約 ０ ・ ４㌶ ） は 、 民 間 が 主 導 とな っ て 進 行 中 。

1 4の 個

人 ・ 法 人 地 権 者 で 結 成さ れ た 「 新 山 口 駅 北 地区 市 街 地 再 開 発 組 合 」が 施 行 者 と な っ て 、 マン シ ョ ン 棟 、 ホ テ ル棟 、 オ フ ィ ス 棟 、 賃 貸住 宅 棟 の ４ 棟 が 建 設 中だ 。
来 年 ６ 月 か ら ８ 月 に

か け て 順 次 完 成 す る 予定 で 、 テ ナ ン ト 募 集 など も 始 ま っ て い る 。

新 山 口 駅 北 地 区 の 市
街 地 の 形 成 を 目 的 に 、２ ０ １ ０ 年 か ら 進 め られ て い る 「 新 山 口 駅 北地 区 重 点 エ リ ア 整 備 」は 、 同 駅 北 側 一 帯 （ 約

1 2㌶ ） を 「 重 点 エ リ
ア 」 と 位 置 づ け 、 Ａ 〜Ｃ の ３ ゾ ー ン に 分 け ら

N o. 2 6 6

小 郡

交 通 結 節 点 と し て の 機 能 も 備 え る 新 山 口 駅
北 口 の 再 開 発 事 業 「 新 山 口 駅 北 地 区 重 点 エ リア 整 備 」  。 民 間 主 導 エ リ ア が 来 年 完 成 す る 。

 １ 行 記 事 今 年 １ 月 か ら ３ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 ８ ０ 件 、 死 者 数 １ 人 、 負 傷 者 数 ８ ９ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ６ 件 、 １ 人 、 ４ 人 の 増 加 だ っ た 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ４ 月 １ ３ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


